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流は 37 度の温かい灌流液を用いる WS 群と，4℃の冷たい灌流液を用いる CS 群に分けた。
それぞれ，灌流後 3 時間肺機能等を観察した。 
逆行性灌流における WS 群の脂肪除去率は CS 群に比べ有意に大きかった（25.2±3.2％vs 
8.0±1.4％，p = 0.01）。また，組織学的な脂肪残留量は CS 群でより多いことが示された

















Warm retrograde perfusion can remove more fat from lung grafts with 
fat embolism in a porcine model 
（脂肪塞栓ブタモデルにおいて温かい逆行性灌流によって肺移植片から
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